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技術の特長

同一試験条件により、ホワイトボディのねじり剛性評価、ベンチマークを実施いたします。

自動車車体のねじり剛性評価

Cat.No 3D6J-018-00-250908

電動化やCN対応目的の車体構造変更・軽量化による車体剛性変化を実車体で計測・評価いたします。
既定条件による車種間比較のほか、FEMシミュレーションとの相関確保に必要な境界条件および試験条件をご指定いた
だく、カスタマイズ試験にも対応できます。高剛性/高減衰接着材導入、バッテリケース装着・フロア構造変革、大型鋳物
部品採用、軽量ウィンドシールドガラス(WSG)検討など実車組付け状態での性能評価に有効です。

フロア計測位置とねじれ角実測

● 試験レイアウト

試験方法

● リアボディを定盤に固定し、フロントサスマウントに逆位相・同期荷重を入力し、車体全体にねじり変形を付与します。左
右のサイドシルアンダーに設置した変位計により車体フロアの変位角を計測し、負荷荷重ごとのねじれ量とねじり剛性
値を算出します。荷重は準静的な速度で周期的に印加し、繰り返し計測で精度を確保します。

● 変位計測点

逆位相･同期
荷重入力

Front →← Rear Displacement Sensor (LH) 

Displacement Sensor (RH) 

評価事例

・ キャビンフロア変形量から車体剛性値を算出

・ 負荷荷重の影響も同時に観測

・ 車種間ベンチマーク、車体構造変化の影響分析 (WSG取外しによる剛性低下率評価)
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Good

ねじり剛性値の車種間比較

※ アーカイブデータの利用

既定条件による市販車評価データの有償提供も行っております。お気軽にご相談ください。(国内/外 50車種以上)




